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研究実績報告 
 

活動的火山直下の火道システムの研究は、火山学において中心的なテーマであるが、地表から

地下数百 m 程度のごく浅い場所の火道システムについては、これ迄明らかになっていない。本研

究では，火山活動の展開の予測に重要な火道の形状とそこを通る流体の流れの実態と機構に関

して、従来の研究と比べて本質的に新しい情報を与えるために、火山ガス流の時間的変化の把握

を目指している。 前年度から継続した本一般共同研究課題により、阿蘇山における火山性微

動の地震計アレイによるリアルタイムモニタリングを開始できた。京都大学火山研究センターの本

堂地下坑道に設置した２HZ 地震計６点からなるアレイの観測では一部地震研究所が所有する可

搬型のデータ収録器 LS7000XT を使用した。電源供給用のバッテリーを購入した。また既に地震

研と京大火山研により阿蘇火口周辺に設置済の広帯域地震観測システムのデータも併せて微動

解析に利用できるシステムも構築されている。落雷等によるテレメータ用のモデムの損傷などのチ

ェック等のため USB オシロスコープおよび無停電電源を購入した。 

これまでに取得した火山微動のアレイデータ処理を進めた結果、火山ガス流路が火口直下深

さ 300m 付近で複数に分岐している事が示唆されている。浅部火道システムは地表の噴気

活動から推測されるよりもずっと広く発達しており、またダイナミックに変化しているの

である。過去数次に渡って行われた臨時アレイ観測の結果から火山微動の長期間における

振る舞いをより詳細に研究し、阿蘇山で連続的に発生する火山性微動についてその震源の

特徴と地下 300m 以浅の火道システムについて考察した。その結果、微動源は火口付近に

複数存在しそれらの相対的な活動度は時期によって大きく変動する事、さらに阿蘇火山の

活動が高まり、特に小規模な爆発が発生する時には、より浅い微動励起源からの地震波が

より卓越するようになる事が明らかになった。今回構築された連続アレイモニターシステ

ムによりこれらの微動源の活動の時間的変化がより明らかになり、火口直下の火道構造と

そこを通る火山ガスあるいはマグマの振る舞いがそれらの時間変化を含めて解明されてい

く事が期待される。 
 


